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　経済産業省バングラディシュプロジェクト

　株式会社モリタと北海道大学大学院歯学研究院で構成するコンソーシアムで提案した「バング
ラデシュにおける歯科技工普及拠点事業」が経済産業省の国際ヘルスケア拠点構築促進事業とし
て採択されました。ADF は協力団体として参画いたします。

　本事業は、Sapporo Dental College（2000 年設立、バングラデシュ・ダッカ）に日本歯科技工の
普及を図る拠点を形成することにより、バングラデシュ国内に日本式の歯科技工を定着させ、技
工技術の向上を図り、歯科技工という新たな市場の創出を目指します。将来的には、バングラデシュ
における歯科技工士の国家資格の整備と、歯科技工士養成制度の確立に寄与しようとするプロジェ
クトです。

　バングラデシュにおける歯科技工普及拠点構築事業

　タイ隔離ホテル紀行

　アジアデンタルフォーラム理事　鷲沢直也
　コロナの感染拡大がなかなか収まりませんが、そんな中、私は
タイでの労働ビザの書き換えのため、12 月 18 日羽田発バンコク
行き特別便にてタイに行くことになりました。

　多くの国々と同様、タイ王国でも入国する場合は 14 日間の隔
離が義務付けられています。自主隔離とか努力義務などの生易し
いものではなく、空港に着いたあと、政府指定のホテルに強制的
に隔離されます。また、日本などの感染が広がっている国からの
入国は政府の指定する特別便のみが許可されていますので、予約
を取るのも狭き門となっています。
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　さらに、コロナ特約の付いた保険への強制加入や大使館での入国許可手続きなど、コロナ前の
海外出張と比べると、何倍もの手間と費用がかかり、「この状態がいつまで続くのだろう」と憂鬱
な気持ちとなります。しかし 2021 年中にコロナ前のように、いつでも気軽に東南アジアや中国に
行けるようになるとは考えにくい状況です。

　そういった中で、ＡＤＦ会員の皆様は海外出張の機会も多いと思いますので、情報をシェアで
きればと思います。

　まず最初にお伝えしておきたいのは、この原稿を書いている 11 月末現在でホテルや特別便の予
約などは全て完了していますが、問題は出発直前の PCR 検査です。

　12 月 15 日に都内で PCR 検査を受け、翌日の結果が陰性であれば 18 日の便の搭乗が許されま
す。当然のことながら陽性となれば全てはご破算となり、飛行機もホテルもキャンセルとなりま
す。飛行機代は数万円のキャンセル料を払えば残金は戻ってくるのですが、なんとホテル代はキャ
ンセル返金不可の予約です。

　強制隔離は到着の翌日から数えて 14 日間なので、実質的には 15 泊 16 日となり、今年の大晦日
と新年は隔離ホテルで一人寂しく過ごすことになります。ホテルは政府の指定する病院のスタッ
フが常駐していなければならず、3 食付きということもあって、料金もかなり割高です。航空券
代や保険なども含めると、感覚的にはコロナ前の 3 ～ 4 倍費用が掛かるという感じです。
10 月中旬頃から大手旅行代理店が複雑な手続きや特別便予約の一括代行サービスを始めるように
なり、ようやく入国の道が開けてきました。しかし特別便は週 3 便しか運行されておらず、ネッ
ト上では大手上場企業が座席を抑えているとの噂も流れたりしており、なかなか予約が取れない
状況と聞いておりました。しかし、来年 1 月下旬に労働ビザの期限が切れるため、どうしても年
内に入国しなければならず、何か良い方法は無いかといろいろウラ技を考えました。

　多少料金が高くともビジネスクラスならば取りやすいだろうと考えましたが、代理店の話では
「ビジネスクラスから埋まる」と言うことで、最初はプレミアムエコノミーしか取れませんでした
が、その後キャンセルが出てビジネスクラスに変更できました。

　もう一つのウラ技は「隔離期間が大晦日と元旦にかかる便は取りやすいだろう」ということで、
あえて 12 月 18 日出発便を選びました。月に 1 回、翌月の特別便のスケジュールが発表されるの
ですが、発表の 1 日後の Google フライト検索では、この 12 月 18 日の便だけが表示されていまし
たので、結果的にはこれが奏功して何とか予約が取れました。

　次号では 16 日間にわたる隔離の生活の様子をご紹介したいと思います。



　口腔のセルフケア・学生アイディアコンテスト

　歯学部学生・研修医を対象としたアイディアコンテストが 2020 年 4 月～ 7 月に実施された。（主
催＝ JDCnavi( ※ )、協賛＝㈱ロッテ、日本フィンランドむし歯予防研究会）
　
　テーマは、一般の人が「歯のセルフケアが好きになる・楽しくなる・自発的にやりたくなる」
アイディアを、歯科専門職より一般の人に近い立場でニーズを捉え、かつ歯科専門職の視点か
らも発想できる歯学部学生、研修医ならではの視点で提案いただくものである。

　開催は全国歯科大学へのチラシ、ウェブサイト、JDCnavi 会員へのメールで告知し、8 大学か
ら 18 名、16 作品（個人作品１３、団体作品３）の応募があった。期待通りの高いレベルでユニー
クなアイディアが寄せられ、最優秀賞には東京医科歯科大学 6 年松坂裕梨さんの「歯磨き手帳
アプリ」が、他に優秀賞 1 作品、入賞 2 作品が選ばれた。応募した学生からは、「ニーズを知る
ために SNS 上でアンケートを行った」「コロナ禍で登校できない期間にアイディアを考える時間
を作ることができた」などの意欲的な感想が聞かれた。また、
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アジアデンタルフォーラム専務理事　鈴木彰

羽村審査委員長（日本歯科大
学生命歯学部教授）は、「OSCE
前で臨床経験がほとんどない時
期からアイディアを考えていた
歯学部 3,4 年生を評価し、その
中で最も優秀な作品を入賞・奨
励賞として表彰することとしま
した。歯学部低学年の皆さんに
は来年以降も意欲的なアイディ
アを作品に昇華していただくこ
とを期待しています。」とコメ
ントした。

　コンテスト結果は、日本歯科
新聞の 7 月 21 日号 1 面のほか
５３のメディアに掲載された。
第 2 回コンテストは 2021 年に
実施予定。2021 年 2 月に開催
案内を告知し、7 月に表彰予定。
協賛企業の募集も同時に行う。

募集チラシ
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　　今後の予定
　次回理事長懇談会の情報は決まり次第お伝えします。
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結果発表のチラシ
※ JDCnavi は、歯学部学生に臨床研修施設等の情報を web や twitter で提供するサービス。2019 年 5 月開設。学生会員数 200 名余り。

　会員企業からのお知らせ


